


第１４条 削除 

第１５条第３項中「又は扶養手当」及び「及びこれらに対する地域手当の月額の合計

額」を削り、同条第４項中「同項に規定する合計額」を「同項に規定する額」に改め、

「及びこれに対する地域手当の月額の合計額」を削る。 

第１８条第３項中「及びこれらに対する地域手当の月額の合計額」を削る。 

第１９条中「第２条第２項第１１号」を「第２条第２項第１０号」に改める。 

第２０条中「第１０号」を「第９号」に改める。 

第２２条第１項から第４項までの規定中「第２条第２項第１１号」を「第２条第２項

第１０号」に改め、同条第２項から第４項までの規定中「、扶養手当、地域手当」を削

る。 

 第２２条の次に次の１条を加える。 

（給与からの控除） 

第２２条の２ 給与の支払に際しては、職員（派遣職員を除く。）の給与から長崎県市町

村職員共済組合が取り扱う貯金の積立金及び遺族附加年金の掛金に相当する金額を控

除することができる。 

第２４条第２項中「、地域手当」を削る。 

第２４条の２第３項中「地域手当、」を削る。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。  

（令和９年３月３１日までの間における地域手当に関する経過措置） 

２ この条例の施行の日から令和９年３月３１日までの間における地域手当については、

改正後の長崎県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の規定にかかわらず、

改正前の長崎県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例第１４条に基づいて

支給し、同条第２項中「１００分の３」とあるのは、令和７年度は「１００分の２」、

令和８年度は「１００分の１」と読み替えるものとする。 

３ この条例の施行の日から令和９年３月３１日までの間、第１１条及び第１５条第４



項中「月額」とあるのは、「月額及びこれに対する地域手当の月額の合計額」と、第１

５条第３項中「給料の月額」とあるのは、「給料、扶養手当の月額及びこれらに対する

地域手当の月額の合計額」と、第１５条第４項中「同項に規定する額」とあるのは、

「同項に規定する合計額」と、第１８条第３項中「月額」とあるのは、「月額及びこれ

らに対する地域手当の月額の合計額」と、第２２条第２項から第４項までの規定中「こ

れに給料」とあるのは、「これに給料、地域手当」と、第２４条第２項中「給料」とあ

るのは、「給料、地域手当」と、第２４条の２第３項中「時間外勤務手当」とあるのは、

「地域手当、時間外勤務手当」と読み替えるものとする。 

 




